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ルゼリーの臨床薬理の研究は少ないため,関心

が持 たれ る内容 とな って い る.19巻 1号

(1998)は,糖尿病や高血圧の予防や治療に可

能性を持っ物質や,ローヤルゼリータンパク質

の特徴と機能の研究論文などが掲載されたロー

ヤルゼリーの特集号である.

プロポリス

養蜂生産物の中で,最近とくに注目されてい

るプロポリス (図 9参照)は,1巻 2号 (1980)

に ｢ミツパテの集めるプロポリス｣(亀井正治)

に始まるが,松香は 19巻 2号 (1998)でそれ

までの関連記事 18編の リス トを紹介 してい

る.3巻 4号 (1982)で,本学農芸化学科生物

化学研究室の瀧野慶則教授と持田俊二氏によっ

て,日本で初めてのプロポリスに関する ｢プロ

ポリス,その化学成分と生物活性｣が掲載され

た.愛媛産,秋田産のプロポリスを養蜂家にお

願いして数 kgが採集され,日本産プロポリス

の抗菌成分の研究が行われた.この論文は,日

本でのプロポリス研究の基礎となっており,多

くの論文中に引用されている.1985年を過ぎ

ると,健康食品としてプロポリスが知れ渡るよ

うになり,13巻 2号 (1992)に掲載された松

野哲也博士の ｢プロポリスに含まれる生理活性

物質一抗ガン物質の探索を中心に-｣は,プロ

ポリスに含まれる殺ガン細胞物質についての研

究だけに注目された.同 じタイ トルで,第 14

回 ミツバチ科学研究会で講演いただいたが,

190名以上の聴衆が集まり,大きな反響を呼ん

図9 巣枠の先端についたプロポリス

だ.日本で販売されているプロポリスの原料の

多くは,外国からの輸入である.プロポリス製

品ではどのような原料が使われているかの検討

は重要であり,13巻 4号 (1992)に藤本琢憲

博士によって,｢プロポリスおよびその製品の

定性と定量｣が報告された.その後,プロポリ

スの薬理作用が注目されるようになり,関連論

文が数編掲載されている. 最近では 15巻 4号

(1994),19巻 2号 (1998),20巻 2号にプロポ

リス特集を組んでいる.特 に 19巻 2号では

｢プロポリス研究のこれまでとこれから｣(松香

光夫),｢芳香性プロポリスの血圧降下作用｣(池

野 ･池野),｢プロポリスの組成と生理活性に関

与す る物質の構造 と活性｣(Palma･Malas-

pina),｢ブラジル産プロポリス-その種類と分

布-｣(Malaspina･Palma),｢プロポリスはど

こから来るのか｣(中村純)の興味深い内容が掲

載された. そのため 19巻 2号の在庫は全てな

くなっている.

ミツバチの花粉交配

2巻 2号 (1981)は花粉交配の特集号であ

る.イチゴハウスの内と外に飛招できる両巣門

巣緒や,灰色カビ病を抑制するための紫外線除

去フィルム使用-ウスでのミソバチの活動を調

査 した ｢施設-ウス内における花粉媒介用 ミツ

バチの放飼とその効果｣(辻川義寿)の重要な論

文が掲載されている.その他, ミツバチが採集

してきた花粉だんごを, リンゴの授粉に応用す

るという ｢ミツバチ花粉ダンゴ利用によるリン

ゴ授粉効果｣(岡田はか), リンゴ,オウトウの

授粉のスペシャリス トであるマメコバチの普及

を願った｢マメコバチに授粉効果と必要数｣(前

田 ･北村)の論文は興味深い内容である.8巻

4号 (1987)では,イチゴ,メロン,スイカ,

ウメ,ナシ,カキ,キウイの授粉のためのミツ

バチ利用について,現場で携わっている7名の

方々に寄稿いただいた貴重な特集である. ミツ

バチに関する花粉媒介の記事は,しばらく途絶

えるが,18巻 2号 (1997)に,ニホンミツバチ

を初めて花粉交配に利用 した ｢ニホンミツバチ

とセイヨウミツバチによる-ウス栽培モモへの



受粉効果｣(岡田真治)で,ニホンミツパテはセ

イヨウミツバチより低温,高湿で活動すること

が述べられている.ニホンミツパテの花粉交配

が検討されるようになってきたが, ミツバチ以

外に- リナシバ リの利用についても試験が行わ

れた.13巻 2号 (1992)に｢ブラジル産カベハ

リナシバチのイチゴのポリネ一夕ーとしての利

用｣(前田ほか)を掲載 した.実用化するには蜂

群の確保,受粉能力など,検討課題がまだ多く

残されている.

マルハナバチの花粉交配

現在,施設 トマトのポリネークーとして,ベ

ルギー,オランダなど欧州から4万箱のセイヨ

ウオオマルハナバチが輸入されている.13巻

3号 (1992)の ｢北 ヨーロッパからのマルハナ

バチ利用｣(和田 ･栗原)で,セイヨウオオマル

-ナバチが初めて紹介された (図 10).セイヨ

ウオオマルハナバチが野外に逃亡 した際の生態

系に与える影響を危慎する声も上がり,14巻 3

号 (1993)に,｢セイヨウオオマルハナバチの

導入による日本の送粉共生系への影響｣(加藤

真),18巻 3号 (1997)に,｢サクラソウとトラ

マル-ナ-ナバチー植物の種の保全のためのポ

リネ一夕ーセラピーに向けて-｣(鷺谷いづみ)

を掲載 した.導入種が帰化することによる障害

の対応策は,有力在来種の利用開発であること

を,小野正人助教授は 15巻 3号(1994)の｢マ

ルハナバチの利用-その現状と将来-｣で述べ

ている.18巻 1号 (1997)の ｢日本産マルハナ

バチの実用化に向けて｣(浅田真一)では,日本

図 10 トマトの花上のマル-ナバチ
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産マル-ナパテの実用化が進んでいることが記

されている.

インターネットのミツバチ

インターネット時代を迎えたと言われる中

で,海外を含めた有用情報源として ｢インター

ネ ットの ミツパテ｣(中村純)杏,19巻 2号

(1998)から20巻 2号 (1998)の5回にわた

り連載 した.養蜂, ミツバチ関連のホームペー

ジの情報などが詳 しく紹介されているので参考

になる. ミツパテ科学研究施設のホームページ

(URLhttp:〟www.tamagawa.ac.jp/HSRC/)

の閲覧数も週に 100以上のアクセスがあり,一

般の方々からの問い合わせも増えてきている.

一度,覗いて見ていただきたい.

図書紹介

養蜂,昆虫のEg際学会や ミツバチ科学研究会

の参加記事,海外の研究所訪問記,エッセイな

ど,多 くの方々の協力を得ている.国際 ミツバ

チ研究協会 (IBRA)の発行誌の紹介は,毎号に

掲載するようにしたが,これも昆虫学研究室の

3,4年生,大学院生の協力によるところが大き

い.国内,外国で発行された 135冊が参考図書

紹介の項で解説されている.その内,1巻 2号

から3巻 4号に掲載された39冊の外国図書は

岡田一次教授による紹介で,外国での ミツバチ

研究を読者に伝えている.

記念特集号

20巻,80冊の中で,｢記念特集号｣として発

行したのは,18巻 3号 (1997)の岡田一次名

誉教授米寿記念特集号である.記念号 として

IBRAのクレーン名誉会長をはじめ,16名の

方々から祝辞やエピソー ドをいただき,1925

-1997年の業績集が同 じ号にまとめられた.

その頃のお元気だった先生の姿が思い出される

別刷資料

｢ミツパテ科学｣に掲載された記事の中で,9

編を ｢別刷資料｣として頒布 している.N0.1は

1巻 (1980)の ｢教材としての ミツバチー観察
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と実験-｣(佐々木正己),N0.2は1巻の ｢ロー

ヤル･ゼリー Royaljelly｣(松香光夫),N0.3

は3巻 (1982)の ｢ローヤル･ゼリーの日本文

献｣(玉川大学 ミツパテ科学研究所),N0.4は5

巻 (1984)の｢ハチミツの日本文献｣(玉川大学

ミツパテ科学研究施設),N0.5は5巻の ｢-チ

ミツ Honey｣(越後多嘉志),N0.6は 10巻

(1989)の ｢ミツバチ女王蜂の人工授精｣(吉田

忠晴),N0.7は12巻 (1991)の｢ニホンミツバ

チ文献集｣(玉川大学 ミツパテ科学研究施設),

N0.8は13巻 (1992)の ｢プロポリスに含まれ

る生理活性物質一抗ガン物質の探索を中心に

-｣(松野哲也),N0.9は 18巻 (1997)から19

巻 (1998)の ｢ニホンミツパテ-生態とその飼

育法-｣(吉田忠晴)である.
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YosHIDA,TADAHARU.Historyof20volumesof

'1HoneybeeScience''.HoneybeeScience(1999)20

(4):145-156.HoneybeeScienceResearchCenter,

Tamagawa Univ.,Machida-shi,Tokyo, 194-

8610Japan.

InJanuary1980,thequarterlyjournal■tHon-

eybeeScience"startedtobepublishedandthis

edition countsasthe80th issue.Theeditor

from 1980to 1985wasthelateProf.Ichiji

OkadawhowasthefirstdirectorofInstituteof

HoneybeeScience.Prof.TetsuoSakaiandProf.

MitsuoMatsukaedited8and4volumes,respec-

tively.And the4thdirector.Prof.Tadaharu

Yoshidahasbeeninchargesince1997.

ThecoverofltHoneybeeScience"wasdesig-

nedwithcombcellsanditscolorwaschanged

consecutivelyforflVeyearsterm untilNo.2of

Vol.15.When theinstitutewasrenamedas

Honeybee SclenCe Research Centerin April

1994,thephotographofhoneybeeshasbeen

usedasacoverwiththesamecolororder.

In these20volumes,422scientlficarticles

withEnglishsummaries,someoftheseareorlg-

inalandtheothershaveofferedgoodchanceto

seethebeeworldrangedwidelycontaininghis-

tory,education,chemistry,biology including

botany,utilizationofbeeproducts,etc.

Fivesetsofpostcardshavebeenproduced

from theissues. Twoofthesewerelnthe

articlesofttPostagestampsofhoneybeesinthe

world''in 1982,and "The Asian honeybees

(Apisspp.)'lin1992,thelattersetwonasilver

medalatthe34thAPIMONDIA Congress.The

other3sets,"Beesinclose-up"(1980),"Beekeep-

ing in Japan"(1985),and "Beesin portrait"

(1990)werealsoinserted.Ninepopularrepl･ints

are available from the ttHoneybee SclenCe".

Theyare'-Honeybees,excellentmaterialforob-

servationsandexperiments"(1980),一一Royaljelly

(1980),-lA listofJapanesereferencesonroyal

jelly"(1982),■■A listofJapanesereferenceson

honey"(1984)..tHoney"(1984),"Instrumentalin-

seminationofhoneybeequeens"(1989),HAcom-

prehensivelュstOfreferencesonJapanesehoney-

bees,ApisceranaJ'aponica"(1991),"Isolationand

characterizationofthetumoricldalsubstances

from Brazilianpropolis"(1992),and'tJapanese

honeybees,ecology and itsrearing methods"

(1997).

Thisarticledescribesthehistoryandcon-

tents,revleWingnotonly 20volumesofthe

-'HoneybeeSclenCe",butalso21yearsofthe

researchcenter(formerlyinstitute)and50years

ofhoneybeeresearchinTamagawaUniversity,

furtherextendingtothenew millennium.


